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1 はじめに

現在 ､ p c を用 い た 計測
,
制御は 当た り前 の よう に用 い られて い る ｡ しか しなが ら ､ 測 定場所 が

屋外 の 場合や測定箇所が 多数あ る場合な ど ､
P C の 使用が 難 し い 事例 にお い て は 専用 の デ ー

タ ロ ガ

ー

等が用 い られて 来た｡ また , デ
ー

タ ロ ガ
ー

に収集され たデ
ー

タ はオフ ライ ン ( 手動) で P C 等に

再度読み 込ませ る必 要が ある場 合が ほ とん どで ある.〕

近年で は ､ 組込用 の 1 チ ッ プ マ イ コ ン ( マ イ コ ン) の 発展 によ り ､
高性能 で 小型

, 省電 力の マ イ

コ ン が次々 と 発表され て い るo こ の よ うな マ イ コ ン を応用 した製品と して ､ ネ ッ トワ ー ク と シ リア

ル の 変換機能を持 っ た モ ジ ュ
ー

ル が現れ て 采て い る ｡
.

そ こで
､
こ の 変換 モ ジ ュ

ー

ル と実際 の デ
ー

タ の 収集 ､ 制御等を行 うため の マ イ コ ン を組み 合わせ

て
､
ネ ッ トワ ー ク か らリ モ ー ト換作に よ り

､
温度

､
湿度等 の デ ー タ を収集す る た め の 装置 の 試作 を

行 っ たの で 概要 を紹 介する o

2 機器の 構成

こ れ ま で ネ ッ ト ワ ー ク を使用 す る た め の
一

番 の 問題 点 は 各 プ ロ ト コ ル の 実装 で あ っ た が ,

L A N T R O N I X 社 の デ バ イ ス サ
ー バ X P o rt の ネ ッ トワ

ー

ク
､
シ リア ル 変換機能 を用 い て簡単 に行 える

こ とが 可能とな っ た｡

実際 の 温度
､
湿度の デ ー

タ の 収集 は P I C マ イ コ ン に て 行 い ､ 制御 コ マ ン ドや測定デ ー

タ は X P o rt

を経由 し て ネ ッ ト ワ ー ク に よ る 通信

を p C と行う ( 図 1 に装置の 概 要を示

す) ｡

x p o rt はネ ッ トワ ー

ク とシ リア ル 変

換と して機 能 し ､
P C か ら の 要求 ( 温

度 の 計測) に つ い て は ､
マ イ コ ン が温

度セ ン サ の 示す電圧値の A ノD 変換を

行 い ､
ⅩP o rt を経由 して送信す る こ と

により 実現 して い る c

2 . 1 X P o rt の 概要

リ モー ト制御

ネッ トワーク
シ リ ア ル 通信

ネ ッ トワーク
]ユ

シ リア ル 変換

各セ ン サ 値 の

取得 . 送信

図 1 計測機器 の ブ ロ ッ ク図

x p o I† は R J4 5 コ ネ ク タ 大の 匡体 ( 図 2 ) に 図 3 に示す ネ ッ トワ

ー ク プ ロ ト コ ル が実装 され て い るデ バ イ ス サ ー バ で あ るc

主な機能 と して は ､
シ リ ア ル T C P /I P 変換 ､ G P I O T C P /1 0 変換

をは じめ と して ､
H T T P

､
t el n et

､
S N M P サ ー

バ 機能 ､
S M T P

､
D H C P

ク ライ ア ン ト機能お よび I C M P ､ IP ､ T C P ､ U D P ､ T F T P の 通 信機

能 が ある ｡

シ リア ル 通信に関 し ては ､ 最大 9 2 0 K b p s の 通信速度 で の 通 信が

可能で あり ､
ま た D T R

､
D C D

､
C T S

､
R T S の モ デ ム コ ン ト ロ ー ル

､
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図 2 ⅩP o rt の 外観



X O N / X O F F ､ C T S/ R T S の フ ロ
ー コ ン ト ロ ー

ル が可

能 と な っ て い る ,
,

各機能 毎に ボ
ー トが割り 当て られ てお り ､

これ ら

の ポ ー トに対 し て通信を行う こ とに よ り 各機 能 を

使 用す る こ とが可能 となる ｡ また ､
これ ら の 設定は

メ
ー

カ提 供の ツ
ー

ル を用 い て ､ ネ ッ トワ
ー

ク お よび

シ リア ル 通信に て行うc

今 回は
､
X P o rt をサ ー バ

､
p c をク ライ ア ン ト

,
お

よび シ リ ア ル は各 コ ン ト ロ ー ル を使 用 しな い 設定で

試 作を行 っ た o

2 . 2 PI C マ イ コ ンの 概要

温度 ､ 湿度を計測す るた め の マ イ コ ン

の 概要を凶 4 に示す ｡

こ こ で は
､
M i c r o C h ip 社の PI C 1 6 F 8 8

を使 用 し ､ 半導体温度セ ン サ( L M 3 5 D ) ､

高分子湿 度セ ン サ ( H S - 1 5) に よ る電圧

出力を P I C マ イ コ ン の 内蔵 の 1 0bit A / D

コ ン バ
ー

タ に よる量 子化お よ び送信 を

行う た め の コ マ ン ド の 実装を行 っ て い

るe
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図 3 X P o rt の プ ロ ト コ ル ス タ ッ ク

凶 4 計 測用 マ イ コ ン の ブ ロ ッ ク図

3 . 制御 ソフ トウ ェ ア

ま ず 簡 単 な テ ス ト 7
u

ロ グ ラ ム を W i n d o w s P C 上 の p
u
: ･-
- :;:r

,

ニ キミ子ニ:.:T
L= 守一

･ -

E x c ei V B A を用 い て作成 し動作の 確認 を行 っ た ( 図 5 ) e

テ ス トプ ロ グラ ム は
､
W i n d o w s の W i n s o ck コ ン ト ロ ー

ル

を用 い て
､
T C P に よる通信を行 っ て い る.

｡
マ イ コ ン と の 通

信 は ､
まず T C P の コ ネク シ ョ ン を確立 し ､

温度 ,
湿度を

計測す る コ マ ン ドの 送信を行い ､ 計測デ
ー タの 受信を行 っ

た後に コ ネク シ ョ ン の 解除を行 う手順 で 行 っ て い る o

4 . まとめ

現状 で は ､ 温 度､ 湿 度 の デ ー

タが 得 られ るだ けで あ るが ､

ネ ッ ト ワ
ー

ク に よ る リ モ
ー ト;1j[J 御 - 向 けて の 足 掛 か り は
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図 5 テ ス トプ ロ グラ ム

出来たと思 われ るo 今後 は ､ 制御プ ロ グラ ム を W in s o c k コ ン ト ロ
ー

ル か ら W in s o ck A P I を用 い たも

の に 変更を行 い ､ 長期に わたる デ ー タ の 収集が可能 なよう に 改良 して い く 必 要が ある o
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